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帯探索衛星Van Allen Probes のプラズマ波動観測装置の主任研究者Craig Kletzing 先生のいらっしゃ













私の研究室では数年前まで博士課程の先輩が 4, 5 人ほどいらっしゃったのだが、気づくと私が研究室
で唯一の博士課程の学生（ひとりぼっちドクター）になってしまった。修士で就職する人と比べると、
博士の人は 3年も遅れて社会に出ることとなる。そのため進学には相当の覚悟が必要であり、進学を躊
躇するのも当然だと思う。ぜひ博士仲間が増えたらなあと日々思うのだが、そのためにも私が感じる博
士課程の魅力についてこの場を借りて宣伝させていただこうと思う。私が思う博士課程の魅力は沢山あ
るが、そのうちの一部分を紹介する。
まず、私が思う最大の魅力は、研究活動の自由度の高さである。博士課程では、 1）自分が重要と思
う（興味のある）社会問題を考え、2）自分なりのアイディアを提案し、3）問題を解決する、という一
つの物語を自分の納得のいくように完成させる場が与えられる。特に 2番のアイディアの出し方は完全
に自由であり、既存の技術を上手く組み合わせて新しい技術を作り上げるのも自由だし、突拍子もない
予想斜め上の技術を提案するのも自由である。自分が思いつくアイディアは、残念ながらたいていの場
合使えないか車輪の再発明である。しかしめげずに考え続けているとごく希に、（程度は小さいかもし
れないが）過去に誰も思いつかなかったアイディアを思いつくことがあり、その瞬間が個人的に進学し
て最も楽しいと思う瞬間である。
もう一つの魅力は、世界をリードする研究者と議論できる点である。博士課程に進むと卒業のために
（国際）学会に参加し自身の研究内容を議論することが必須となる。学会には世界をリードする研究者
が参加している。自分が日々まじめに考えた研究成果に関してその方々と議論し、フィードバックがい
ただけるということは非常に光栄なことであり、また同時に評価されることはうれしく思う瞬間である。
博士課程へ進むことは相当の勇気が必要であるが、一歩踏み込むと自由で充実した世界が広がってい
る。今後、日本全国でひとりぼっちドクターが撲滅され、博士課程の学生でわいわい賑わうことを願っ
ている。
